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石
川
県
で
は
、
平
成
19
年
3
月
に

改
定
し
た
長
期
構
想
を
も
と
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
こ
の
10
年
を
振
り
返
る
と
、

昨
年
3
月
に
は
県
民
が
待
ち
望
ん
だ

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
を
迎
え
、
能

越
自
動
車
道
七
尾
氷
見
道
路
の
全
線

開
通
や
金
沢
港
に
多
く
の
ク
ル
ー
ズ

船
が
寄
港
す
る
な
ど
、
陸
・
海
・
空

そ
れ
ぞ
れ
で
交
流
基
盤
の
整
備
や
活

用
が
進
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
文
化

の
振
興
や
産
業
基
盤
の
強
化
、
防
災
・

減
災
対
策
、医
療・福
祉
の
充
実
な
ど
、

県
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
も
力

を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

半
面
、
少
子
化
や
人
口
流
出
に
よ

る
人
口
減
少
、
社
会
・
経
済
活
動
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
地
方
創
生
に
向
け

た
動
き
が
課
題
と
な
る
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
状
況
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

今
年
３
月
、県
で
は
こ
れ
ら
の
現
状

を
踏
ま
え
、「
石
川
県
長
期
構
想
」
を

新
た
に
策
定
し
ま
し
た
。
同
構
想
は

平
成
28
年
度
か
ら
37
年
度
ま
で
の
10

年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
た
も
の
で

す
。「
個
性
、
交
流
、
安
心
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
を
基
本
目
標
に
、
目
指
す

べ
き
３
つ
の
将
来
像
を
定
め
、そ
れ
ぞ

れ
に
関
連
し
た
９
つ
の
重
点
戦
略
を

設
定
（
左
図
参
照
）。
こ
れ
ら
重
点
戦

略
の
実
現
に
向
け
た
個
別
施
策
も
ま

と
め
、各
施
策
の
成
果
に
つ
い
て
具
体

的
な
数
値
目
標
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ん
が
幸
せ
を
実
感
で

き
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ　
　
　

。

こ
の
新
た
な
構
想
を
指
針
に
、
石
川

の
さ
ら
な
る
飛
躍
・
発
展
に
向
け
前

進
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
28
年
度
か
ら

10
年
間
の
指
針
を
策
定

幸
せ
を
実
感
で
き
る

ふ
る
さ
と
石
川
の

さ
ら
な
る
飛
躍・発
展
へ
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4月下旬から5月上旬にかけて、珠洲市
大谷町では、町内を流れる大谷川の河口
付近に約450本もの鯉のぼりが渡され、
春風を受けて気持ちよさそうに大空を
泳ぎます。ゴールデンウイーク期間中に
は、地元グルメや郷土芸能ステージなど
のお楽しみ満載のフェスティバルも開催
し、多くの家族連れでにぎわいます。子
どもの成長を願う鯉のぼり同様、大きな
飛躍を期待して掲げたのが「石川県長期
構想」です。北陸新幹線金沢開業から1
年、新時代を迎えて成長するふるさとの
未来図を、今号の特集で紹介しています。
ぜひチェックしてください。

表紙切り絵制作／さぶさちえ （金沢市出身）
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1

魅
力
が
輝
き

交
流
が
盛
ん
な
地
域
づ
く
り

　

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
を
は
じ

め
、
陸
・
海
・
空
の
交
流
基
盤
が

整
い
、
県
内
へ
の
観
光
客
数
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
日
本

海
側
拠
点
港
で
あ
る
金
沢
港
の
コ

ン
テ
ナ
取
扱
量
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
こ
の
10
年
で
人
と
も
の
の
交

流
は
大
き
く
拡
大
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
４
年
後
に
迫
っ
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
き
っ
か
け
と
し
た
訪
日
観
光

客
数
の
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま

れ
、
遅
く
と
も
平
成
34
年
度
末
ま
で

に
予
定
さ
れ
る
北
陸
新
幹
線
敦
賀

開
業
も
控
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
中
、
県
民
生
活
と
の
調
和
を
図
り

つ
つ
、
昨
年
か
ら
続
く
北
陸
新
幹
線

金
沢
開
業
効
果
を
県
内
各
地
に
波

及
し
、
持
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
取

り
組
み
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

県
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
磨

き
、
発
信
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
交
流
基
盤
の
整
備
・
活
用
を
進

め
、
人
や
も
の
の
交
流
を
さ
ら
に
活

性
化
し
て
い
き
ま
す
。

戦略的なクルーズ船の誘致

近年、クルーズ船の寄港が増加し
ている金沢港には、今年も30本が
寄港予定です。そのうち金沢港か
ら乗船または下船できる発着型は
22本で、いずれも過去最多となっています。県では、クルー
ズの前後に県内での宿泊が期待でき、より経済効果が高
い発着型や、欧米富裕層が多く乗船するラグジュアリー船
（高級客船）の誘致に積極的に取り組んでいきます。

空港を活用した人・
ものの交流促進

小松空港とのと里山空港では、航空の強みを活か
す羽田乗継の利用促進や国際チャーター便の就
航などに力を注いでいます。さらに、小松空港では
国際定期便の活用や国際貨物便の活性化にも取
り組んでいます。

 「ダブルラダー輝きの美
み

知
ち

」
構想の推進
県土をくまなく網羅する幹線道路の形成により、人や
ものの交流拡大を図る「ダブルラダー輝きの美知」
構想を推進。のと里山海道の4車線化で能登から金
沢への通勤が可能となる
人口を増やすほか、加賀
海浜産業道路の整備によ
り金沢港の振興と加賀へ
の企業立地を促進するこ
となどを目指しています。

のと里山海道（柳田IC～上棚矢駄IC）の渋滞状
況（平成27年度より4車線化に着手）

10年後の
ふるさとを
  こうしたい！

魅
力
を
磨
き

人・
も
の
を
惹
き
つ
け
る

「
い
し
か
わ
」

　

県
内
に
は
、
豊
か
で
質
の
高
い
文
化
や
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
な
ど
石
川

の
個
性
と
も
言
え
る
財
産
が
あ
り
、
大
学
や
短
大
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
も

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
石
川
県
独
自
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
き
、
発
信

す
る
こ
と
で
、
県
外
や
国
外
か
ら
人
や
も
の
を
惹
き
つ
け
、
一
層
の
交
流
や

移
住
・
定
住
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

重点
戦略

 1

快適な空の旅を提供する小松空港

今年7～9月に10回の金沢港発着の定期周遊ク
ルーズを実施するコスタ・ビクトリア号

4

個
性
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る

文
化
と
学
術
の
地
域
づ
く
り

　
「
地
方
創
生
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

る
今
、
地
域
の
個
性
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
石
川
県
の
場
合
、

そ
れ
は
伝
統
と
創
造
が
融
合
し
た
本

物
の
文
化
や
、
大
学
・
短
大
と
い
っ

た
高
等
教
育
機
関
の
集
積
、
活
発
な

国
際
交
流
な
ど
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
石
川
独
自
の
個
性
と
魅
力
の
価

値
を
さ
ら
に
高
め
る
と
同
時
に
、
県

民
が
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
県

内
外
に
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
地
域

の
活
力
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、県
で
は
、さ
ま
ざ
ま

な
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
に
よ

り
、
文
化
の
薫
り
高
い
石
川
と
し
て

の
さ
ら
な
る
創
造
と
発
展
、
学
都
石

川
の
魅
力
の
向
上
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
対
応
し
た
国
際

交
流
の
拡
大

に
知
恵
を
絞

り
ま
す
。

人
を
惹
き
つ
け
る

生
涯
居
住
の
地
域
づ
く
り

　

人
口
減
少
が
さ
ら
に
進
み
、
こ

の
ま
ま
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、

石
川
県
の
人
口
は
、
50
年
後
に
約

78
万
９
０
０
０
人
ま
で
減
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め

の
施
策
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ

る
の
が
、
大
学
等
の
高
等
教
育
機

関
が
多
い
と
い
う
学
都
と
し
て
の

個
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で

す
。
県
内
に
は
進
学
時
に
県
外
か

ら
多
く
の
学
生
が
集
ま
る
一
方
、

卒
業
時
に
は
県
外
へ
と
就
職
す
る

学
生
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
県
内

の
大
学
生
な
ど
の
県
内
就
職
を
促

進
し
、
加
え
て
県
外
へ
進
学
し
た

県
内
出
身
者
の
U
タ
ー
ン
に
も
力

を
注
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
充
実
し
た
交
流
基
盤
や

暮
ら
し
や
す
い
環
境
な
ど
、
幅
広

い
世
代
に
移
住
・
定
住
先
と
し
て

選
ば
れ
る
地
域
づ
く
り
も
重
要
な

課
題
の
一
つ
で
す
。
石
川
県
の
魅

力
を
含
め
た
移
住
に
関
す
る
情
報

を
発
信
し
、
石
川
へ
の
人
の
流
れ

を
加
速
し
て
い
く
考
え
で
す
。

重点
戦略

2

重点
戦略

3

県内企業との
マッチングを推進

4月に開設する「いしかわ就職・定住
総合サポートセンター」と、その首都
圏でのワンストップ窓口「いしかわ
移住ＵＩターン相談センター」を活用
し、求職者と県内企業との一元的な
マッチングを図ります。移住希望者や
学生、技術力や経験のある人材まで、
あらゆる方に対し、移住と就職の支援
を一体的に行うのは全国初です。

子どもの文化体験事業の充実

次代の文化の担い手となる子どもたちが伝統芸
能や伝統工芸、音楽などに親しめる機会を増や
し、文化の継承・発展に努めます。

金沢城公園の整備

金沢城公園については、史跡としての価値と魅
力のさらなる向上を目指すため、鼠

ねずみ

多
た

門
もん

や鼠多
門橋などの整備を進めるとともに、金沢城の中

核であった二の丸御殿
の総合的な調査・研究
に取り組みます。

子どもたちが伝統芸能の魅力を体験できる教
室を開催

鼠多門・鼠多門橋の
整備イメージ図

県内企業が多く参加する「ふるさと就職フェアいしかわ」

5



地
域
の
強
み
を
活
か
し

成
長
す
る
産
業
づ
く
り

　

こ
の
10
年
で
、
特
定
の
分
野
で
ト

ッ
プ
シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
ニ
ッ
チ
ト

ッ
プ
企
業
が
倍
増
し
た
り
、
企
業
誘

致
が
進
展
し
た
り
す
る
な
ど
、
県
内

産
業
の
競
争
力
が
着
実
に
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
国
内
市
場
の
縮

小
と
海
外
市
場
の
拡
大
が
進
む
ほ
か
、

新
素
材
と
し
て
注
目
さ
れ
る
炭
素
繊

維
複
合
材
料
等
の
革
新
的
な
新
素
材

分
野
や
、ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

（
※
）な
ど
が
新
た
な
成
長
市
場
と
し
て

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
経
済
活
動
を
取
り
巻
く

状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

層
の
厚
い
も
の
づ
く
り
企
業
の
技
術

力
や
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
の
集

積
な
ど
、
石
川
の
強
み
を
活
か
し
て
、

景
気
の
波
に
左
右
さ
れ
な
い
骨
太
な

産
業
構
造
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

成
長
を
実
感
で
き

働
く
人
が
輝
く

「
い
し
か
わ
」

東海・北陸連携
コンポジットハイウェイ構想の推進
県内では現在、重さは鉄の４分の１、強さは
10倍と言われる炭素繊維にかかわる分野の
研究開発が盛んです。そこで、素材を加工す
る企業が集積する北陸地域と、それを自動車
や航空機に活用する企業の多い東海地域が連携し、世界
的な生産・加工地域の形成を目指します。

戦略的な企業誘致の推進

充実した交通インフラや災害の少なさ、
全国トップレベルの企業立地助成制度
などの優位性を活かし、本社機能の移
転・拡大を含めた戦略的な企業誘致に
注力。また、「農業参入総合支援プログ
ラム」により、企業等による農業参入を
推進します。

奨学金返還助成制度を創設

ものづくり中小企業の競争力を強化
し、長年にわたって成長していくため
には、高度な専門知識を持つ人材の
確保が欠かせません。そこで、理系大
学院修了者がものづくり中小企業に
就職し3年間勤務した場合、奨学金の
返還を助成する制度を平成28年度に
創設。企業の人材確保を後押ししま
す。

地域産業を担う
中小企業を支援

中小企業を取り巻く環境は
厳しさを増しています。県で
は、平成27年3月制定の中
小企業振興条例を踏まえ、
地域産業を支える中小企
業の創造的な取り組みなど
を積極的に支援していきま
す。

研究開発部門な
どの本社機能を
誘致する企業も
サポート

※
医
薬
品
や
医
療
機
器
、体
調
を
整
え
る
機
能
の
あ

る
食
品
の
開
発
な
ど
、
生
命
に
か
か
わ
る
科
学
を

研
究
す
る
分
野

2

10年後の
ふるさとを
  こうしたい！

　

人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
国
内
市
場
の
縮
小
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
、
海
外
に
目
を
向
け
れ
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
を
中
心
に
経
済
が
急
成
長

し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
変
化
に
敏
感
に
反
応
し
、
石
川
県

の
強
み
を
活
か
し
て
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
成
長
・
発
展
を
推
進
し
、
県
内
で
働

く
人
が
輝
く
産
業
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

重点
戦略

4

炭素繊維で東海・北陸が
連携した取り組みも推進

6

成
長
す
る
農
林
水
産
業
と

農
山
漁
村
づ
く
り

　

農
林
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
で

は
、
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
、
国
内
市

場
の
縮
小
な
ど
課
題
が
多
く
、
産
業

へ
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
、
農
山
漁
村

の
機
能
そ
の
も
の
が
失
わ
れ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
企
業
・
農
業
法
人
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
農
業

の
担
い
手
と
な
る
よ
う
支
援
を
進
め

る
と
と
も
に
、
里
山
里
海
で
の
生な

り

業わ
い

づ
く
り
と
農
山
漁
村
の
活
性
化
に
力

を
注
ぎ
ま
す
。

　

農
業
に
関
し
て
は
、
農
産
物
の
生

産
コ
ス
ト
を
削
減
し
た
り
、
ブ
ラ
ン

ド
化
や
食
品
加
工
な
ど
に
よ
り
商
品

価
値
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
収
益
性
を
向
上
さ
せ
、
成
長
産
業

へ
と
押
し
上
げ
て
い
く
計
画
で
す
。

ま
た
、
林
業
で
は
健
全
な
森
を
育
む

た
め
に
も
森
林
資
源
の
利
活
用
、
水

産
業
で
は
中
長
期
的
な
視
野
で
水
産

資
源
が
安
定
す
る
よ
う
に
取
り
組
み

ま
す
。

新規就農者の
確保・育成

農業の担い手不足の解消に向けて、4月開設の「いしかわ就
職・定住総合サポートセンター」と連携し、新卒者やUIター
ン希望者の移住就農に力を注ぎます。並行して、就農希望
者に対しては、「いしかわ耕稼塾」で栽培技術の習得や農業
経営のスキルアップを支援します。

耕稼塾では、初心者か
ら段階的に学べるコー
スを設定しています

重点
戦略

5

ものづくり企業と
連携した収益性の向上

ものづくり企業と連携し、情報通信技術や建設
機械を活用した農林業の生産性向上に向けた取
り組みを進めていきます。加えて、1次産業である
農林水産業が、食品加工や流通販売などの2次
産業や3次産業にも取り組む農林水産業の6次
産業化（※）も支援しています。
※ 1次×2次×3次=6次産業化

地域の強みを活かした
里山里海の振興

食や文化、自然など地域の魅力を組み合わせること
でスローツーリズム（※）の取り組みを推進。積極的

に里山里海での生業づ
くりをサポートします。
※訪れた地域の文化や自然などに
　ゆっくり触れる観光スタイル

一層のブランド化に注力

ルビーロマンやエアリーフローラ、能登牛など、全国
に誇れる県産農林水産物のより一層のブランド化に
知恵を絞ります。さらに、これらに続くオリジナル品

種の開発と定着にも
全力を傾けていきま
す。

建設機械を活用し、効率的な農業に取り組んでいます
 （写真はブルドーザを活用した水稲直

じか
播
まき
栽培）

スローツーリズムの核として
注目される農家民宿

あこがれの高級ブドウとして注目され
るルビーロマン

7



安
全
・
安
心
と
豊
か
な
里
山
里
海
に

包
ま
れ
る
環
境
づ
く
り

　

地
球
温
暖
化
な
ど
の
影
響
に
よ
る
異

常
気
象
が
増
え
、
国
内
で
は
大
規
模
な

自
然
災
害
も
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
国
内
に
は
高
度
経
済
成

長
期
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
も
多

く
、
老
朽
化
に
よ
る
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
で
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
官
民
一
体
と
な
っ
た
防
災
対

策
を
強
化
。
同
時
に
、交
通
安
全
や
防
犯
、

消
費
生
活
、
食
、
医
療
な
ど
の
暮
ら
し
に

身
近
な
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
里
山
里
海
を
は
じ
め
と
し
た

石
川
県
の
豊
か
な
自
然
環
境
は
県
民
の

財
産
で
す
。
保
存
活
動
を
促
進
し
、
ふ

る
さ
と
の
宝
を
次
世
代
へ
と
引
き
継
い

で
い
き
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
ふ
る

さ
と
を
つ
く
る
に
は
、
出
生
率
を
向
上

さ
せ
、
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。
子
育
て
支
援
先

進
県
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
マ
イ
保
育
園
や
プ
レ
ミ
ア
ム
・

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
若
者
の
結
婚
や

出
産
の
希
望
が
か
な
い
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
生
み
育
て
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
37
年
に
は
団
塊
の
世
代

が
全
て
後
期
高
齢
者
と
な
る
75
歳
を

迎
え
ま
す
。
元
気
で
自
立
し
て
生
活

で
き
る
期
間
で
あ
る
健
康
寿
命
を
延

ば
す
と
と
も
に
、
需
要
が
高
ま
る
さ
ま

ざ
ま
な
介
護
ニ
ー
ズ
に
も
適
切
に
対

応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

重点
戦略

7

結婚を希望する男女への支援体制の強化
結婚支援の推進拠点として「いしかわ結婚支援セン
ター」を設置するとともに、「いしかわ企業版しあわ
せアドバイザー」を置き、
従業員の結婚支援に取り
組む企業を「いしかわ婚
活応援企業」として認定・
支援するなど、官民一体
で取り組みます。

少
子
高
齢
化
を
見
据
え
た

希
望
と
安
心
の
社
会
づ
く
り

婚活を支援するセミナーも開催

安
全・安
心
と

や
す
ら
ぎ
を
感
じ
る

「
い
し
か
わ
」

3

10年後の
ふるさとを
  こうしたい！

　

全
国
各
地
で
毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
集
中
豪
雨
や
土
砂
災
害
な
ど
の
自

然
災
害
、
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
へ
の
対
策
を
強
化
。
さ
ら
に
、
少
子
高
齢

化
の
時
代
に
適
し
た
取
り
組
み
も
進
め
、
県
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
、
誰
も
が
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
せ
る
地
域
を
構
築
し
ま
す
。

重点
戦略

6

地域防災力の強化

大規模災害が発生した際、まずは自
分自身を守る「自助」、家族や近所
の人たちで助け合う「共助」が必要
です。そのため、県民一人ひとりが災
害発生時に適切な行動をとれるよう
に訓練を行うとともに、自主防災組
織の強化などに取り組みます。

高度専門医療の提供

平成29年度中の開院を目指し
整備が進む新県立中央病院で
は、がん、救急、感染症、周産期
（※）などの各高度専門医療を総
合的に提供します。
※妊娠から出産までの間

万一の災害に備えた訓練を実施

県の中核病院として、一層の機能強化
に取り組みます

8

　

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
を
境

に
、
町
内
で
の
付
き
合
い
や
人
と
人

と
の
絆
が
、
地
域
社
会
の
安
全
・
安

心
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
半
面
、
急
激

な
過
疎
化
な
ど
に
よ
っ
て
祭
り
や
地

域
行
事
の
担
い
手
と
な
る
世
代
が
減

っ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
絆
の
強
い
社
会
を

築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
暮

ら
し
を
住
民
同
士
で
支
え
て
い
く
と

い
う
相
互
理
解
や
助
け
合
い
を
促
す

取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。

　
　

　

若
者
や
高

齢
者
、
障
害
者
な
ど

地
域
に
住
む
全
て
の
方
が

互
い
に
理
解
し
、
尊
重
し
合
い
、
支
え

合
っ
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
男
女

問
わ
ず
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

重点
戦略

8

安心して暮らせる福祉社会づくり
介護の仕事の経験者で現在は離職中の方をはじめ、学生
や就労意欲のある中高年が、介護の仕事に就くことを促し
ます。並行して、現役の介護職員が長く働ける環境づくりに
取り組みます。さらに、「いしかわ就職・定住総合サポート
センター」と連携して、福祉分野の求人事業所や求職者の
ニーズに合った就業の促進を一層きめ細かく行うことがで
きるようにし、介護・福祉人材の確保を進めていきます。
また、住民に認知症や一人暮らしの高齢者に対する理解
を深めてもらい、地域や社会全体で見守っていける体制づ
くりを進めていきます。

金大工学部跡地に県立図書館を移転
金沢市本多町にある現在の県立図書館を、
金沢大学工学部跡地（金沢市小立野）に移転
し、新たに建て替える計画です。新図書館の
建設にあたっては、公文書館や生涯学習の場
としての機能も持たせる予定で、県民の知の
拠点にふさわしい施設の充実を目指します。

ふるさとに誇りと愛着を持つ人材の育成
子どもたちの郷土を愛する心を育むとともに、企業や
大学と連携し、創造
力やチャレンジ精神、
幅広い視野も磨き、
さまざまな分野で活
躍できる人材を育成
します。

み
ん
な
で
支
え
る

や
す
ら
ぎ
と
絆
の
社
会
づ
く
り

企業と高校生が旅行商品を企画するなど、実践の場
を提供します

高校生に介護の仕事の魅力を発信

　

将
来
、子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
個
性
や

能
力
を
活
か
し
て
自
分
ら
し
く
生
き
て

い
け
る
よ
う
、確
か
な
学
力
や
社
会
の
変

化
に
対
応
で
き
る
力
な
ど
を
育
成
し
ま

す
。
加
え
て
、明
る
い
石
川
の
未
来
を
つ

く
る
担
い
手
と
な
っ
て
も
ら
う
た
め
、子

ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
愛

着
も
育
み
ま
す
。
そ
の
た
め
、学
校
で
は

教
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
や
教
育
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
県
立

図
書
館
の
機
能
の
強
化
に
も
着
手
し
、生

涯
に
わ
た
り
学
び
続
け
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、「
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
育
成
を
行
う
ほ
か
、
県
民
の
誰
も

が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

重点
戦略

9
未
来
を
拓
く

心
豊
か
な
人
づ
く
り

9



石川県長期構想の数値目標
石川県長期構想では、具体的な数値目標を掲げ、着実な成長を目指していきます。

10

smile 石川のボランティア　

主
婦
や
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
方

な
ど
の
13
人
で
結
成
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ「
や
わ
ら
ぎ
」。モ
ッ
ト
ー
は
、

「
無
理
を
し
な
い
で
、楽
し
く
長
く
」で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
都
合
の
い
い
日
時
に
小
松

市
の
や
わ
た
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
内
の

通
所
サ
ー
ビ
ス
に
足
を
運
び
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
の
話
し
相
手
と
な
る
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

ひ
な
祭
り
や
お
花
見
な
ど
の
施
設
の
イ

ベ
ン
ト
時
に
も
頼
り
に
な
る
存
在
で
、
車

い
す
や
歩
行
の
介
助
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す
。

　
「『
会
え
て
う
れ
し
い
。
元
気
や
っ
た
ん

け
』
と
顔
と
名
前
を
覚
え
て
く
れ
て
声
を

か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
励
み
に
な
り

ま
す
」
と
、
話
す
の
は
代
表
の
渡わ
た
な
べ
け
い
こ

辺
桂
子

さ
ん
。メ
ン
バ
ー
の
年
齢
は
60
〜
70
代
と

の
こ
と
で
、「
重
い
も
の
を
運
ん
だ
り
、
動

き
回
っ
た
り
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
私
た
ち
も
年
齢
を

重
ね
た
こ
と
で
、
利
用
者
が
話
さ
れ
る
の

を
ゆ
っ
く
り
と
待
つ
心
の
余
裕
が
で
き
、

間
の
取
り
方
は
上
手
で
す
よ
」
と
笑
い
ま

す
。モ
ッ
ト
ー
通
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
そ
こ
に
は
、
メ
ン

バ
ー
や
施
設
利
用
者
の
笑
顔
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

耳
を
傾
け
る
こ
と
で

生
ま
れ
る
笑
顔
の
輪

無
理
せ
ず
、
楽
し
く
長
く

やわらぎ 
（小松市）

傾聴や車いすの扱い方などの勉強会も定期的に開催しています

結成から18年。市などが主催したボランティア
講座の修了生を中心に結成しました

傾聴や聴 車 す車いす 扱の扱い方など方など 勉強の勉強会も定会も定期的期的に 催開催しています

●問い合わせ

ボランティアグループ やわらぎ
代表 渡辺 桂子
小松市八幡イ12番地7（やわたメディカルセンター内）
TEL 0761（47）1212（代表）

ボランティアグループ

県内のボランティアに関する情報は 検索石川県社会福祉協議会ボランティアネット

変
わ
っ
た
驚
き
の
10 
年

変
わ
ら
ぬ
喜
び
の
10 
年

　

石
川
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
す
羅
針
盤
と
な
る
新
た
な
長
期
構
想
が
、
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。構
想
で
は
今
後
10
年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
ま
す
が
、「
十
年
一ひ

と
む
か
し昔」

の
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、時
代
を
見
通
す
の
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
。こ
の
10
年
を
振
り

返
っ
て
も
、あ
ら
た
め
て
そ
の
感
を
強
く
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、10
年
前
、入
港
す
る
船
が
少
な
く
、釣
り
客
で
賑に

ぎ

わ
う
光
景
か
ら｢

釣
り
堀｣

と

陰
口
さ
れ
た
金
沢
港
。今
で
は
全
国
に
１
０
０
ほ
ど
あ
る
同
じ
よ
う
な
規
模
の
港
の
中
で
、

貨
物
の
取
扱
高
が
第
２
位
に
躍
進
し
、
港
周
辺
に
は
コ
マ
ツ
を
は
じ
め
企
業
の
集
積
が
進

む
変
わ
り
よ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
、豪
華
な
船
旅
を
楽
し
む
ク
ル
ー
ズ
船
が
急
増
し
て
い
ま
す
。今
年
は
30
本
が
予

定
さ
れ
、前
年
に
比
べ
て
11
本
の
増
加
。こ
の
う
ち
金
沢
が
発
着
港
と
な
る
も
の
が
22
本
に

も
上
り
、今
や
国
際
観
光
拠
点
港
と
し
て
の
顔
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
10
年
前
、こ
の
変
化
を
誰
が
想
像
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。特
に
、ク
ル
ー
ズ
船
の
金
沢
人

気
は
私
も
想
定
外
で
し
た
。そ
の
理
由
を
聞
く
と
、首
都
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
良
く

な
っ
た
北
陸
新
幹
線
だ
と
か
。「
石
川
の
伝
統
や
文
化
、豊
か
な
食
や
自
然
は
、と
て
も
魅
力

的
だ
け
ど
遠
く
て
行
き
づ
ら
い
」と
の
心
理
が
一
気
に
解
消
さ
れ
、近
く
な
っ
た
石
川
で
の

観
光
と
ク
ル
ー
ズ
を
セ
ッ
ト
で
楽
し
む
ス
タ
イ
ル
が
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、こ
の
10
年
、変
わ
ら
な
い
喜
び
も
あ
り
ま
す
。私
事
で
恐
縮
で
す
が
、実
年
齢

よ
り
25
歳
若
い
体
内
年
齢
の
維
持
で
す
。体
内
年
齢
は
筋
肉
量
が
多
く
、基
礎
代
謝
が
高
い

ほ
ど
若
い
そ
う
で
、足
か
け
16
年
に
な
る
朝
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
、お
昼
の
弁
当
も
含
め
て

妻
が
気
を
遣
っ
て
く
れ
る
食
事
の
お
か
げ
。感
謝
の
気
持
ち
で
毎
日
、体
重
計
に
乗
り
、体

内
年
齢
を
確
か
め
る
の
が
日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
10
年
後
の
石
川
を
さ
ら
に
輝
か
せ
る
カ
ギ
は
、
や
は
り
新
幹
線
！ 

観
光
は
も
と
よ
り
本

県
の
魅
力
で
あ
る
質
の
高
い
文
化
や
産
業
、教
育
の
集
積
、移
住
・
定
住
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面

で
、新
幹
線
が
明
る
い
話
題
と
活
力
を
運
ん
で
く
る
よ
う
、皆
さ
ん
と
と
も
に
知
恵
を
働
か

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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思
い
が
け
ず
届
い
た
吉
報

　

芥
川
賞
受
賞
の
一
報
が
入
っ
た

時
、私
は
母
や
生
後
３
カ
月
の
娘
、出

版
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
自
宅
に
い
ま

し
た
。
芥
川
賞
候
補
と
な
る
の
は
今

回
が
４
度
目
で
、い
つ
も
な
ら
ば
、ホ

テ
ル
の
ラ
ウ
ン
ジ
や
喫

茶
店
な
ど
に
関
係
者
と

集
ま
っ
て
待
つ
場
合
が

多
い
の
で
す
が
、
ど
う
に

も
周
囲
の
緊
張
が
こ
ち

ら
に
も
移
っ
て
し
ま
っ
て
。
今
回
は

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
所
で
迎
え
た

い
と
、私
が
希
望
し
ま
し
た
。

　

娘
の
世
話
を
し
な
が
ら
普
段
通
り

に
過
ご
し
て
い
た
か
ら
か
、
そ
の
日

は
と
て
も
冷
静
で
し
た
。
前
回
の
芥

川
賞
を
テ
レ
ビ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

又
吉（
直
樹
）さ
ん
や
羽
田（
圭
介
）さ

ん
が
受
賞
さ
れ
、
今
回
の
注
目
度
は

高
く
、「
選
ば
れ
る
作
家
さ
ん
は
う
ら

や
ま
し
い
な
あ
」と
、人
ご
と
の
よ
う

に
考
え
て
い
た
ほ
ど
で
す
。
で
す
か

ら
、受
賞
の
知
ら
せ
が
届
い
た
時
、最

初
は「
え
っ
、
い
い
の
」と
思
っ
た
の

が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。た
だ
、周
囲

に
目
を
向
け
る
と
、
み
ん
な
が
本
当

に
喜
ん
で
く
れ
て
い
た
ん
で
す
。

　

私
の
作
品
が
初
め
て
芥
川
賞
の
候

補
に
上
が
っ
た
の
は
23
歳
の
時
で
し

た
。そ
れ
か
ら
13
年
、ず
っ
と
応
援
し

支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
の
笑
顔
を
見

て
、
私
も
少
し
ず
つ
喜
び
が
こ
み
上

げ
て
き
ま
し
た
。

受
賞
作
も
ふ
る
さ
と
で

　

地
元
の
反
響
の
大
き
さ
も
、
と
て

も
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
受
賞

後
に
は
ま
だ
帰
省
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
白
山
市
役
所
に
か
け
ら
れ
た
垂

れ
幕
や
、
書
店
に
積
み
上

げ
ら
れ
た
著
書
な
ど
の
写

真
を
、
父
や
友
達
が
次
々

と
送
っ
て
く
れ
て
い
ま
す

（
笑
）。

　

受
賞
作
の
『
異
類
婚
姻

譚
』は
ふ
る
さ
と
と
縁
の
深

い
作
品
で
す
。出
産
を
控
え

里
帰
り
し
て
い
た
白
山
市

の
実
家
で
完
成
さ
せ
た
も
の
で
、
臨

月
を
迎
え
て
も
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
手

直
し
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
無
事

に
校
了
し
、
待
っ
て
く
れ
て
い
た
か

の
よ
う
に
娘
が
産
ま
れ
て
き
て
く
れ

ま
し
た
。

　

い
ま
は
次
の
小
説
を
こ
う
し
よ
う

と
い
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
、心
を
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、視

点
を
内
に
向
け
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

毎
日
を
し
っ
か
り
と
丁
寧
に
生
活
す

る
中
で
、
書
き
た
い
も
の
も
お
の
ず

と
出
て
く
る
は
ず
で
す
。
う
わ
べ
だ

け
の
言
葉
で
は
な
く
、
１
文
１
文
に

作
家
の
人
格
が
に
じ
み
出
る
よ
う
な

作
品
を
書
き
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

白山市出身の本谷有希子さんの小説『異
い

類
るい

婚
こん

姻
いん

譚
たん

』
（講談社）が今年1月、第154回芥川賞を受賞しまし

た。石川県出身者として初の
芥川賞に輝いた本谷さんに、
受賞時の心境やふるさとへの
思いを聞きました。

も
と
や
・
ゆ
き
こ　

1
9
7
9
年
7
月
、松
任
市（
現
白
山
市
）出
身
。金
沢
錦
丘

高
校
卒
業
後
に
上
京
。2
0
0
0
年
に「
劇
団
、本
谷
有
希
子
」を
旗
揚
げ
し
、劇

作
家
・
演
出
家
と
し
て
の
活
動
を
始
め
た
。07
年
、『
遭
難
、』で
第
10
回
鶴
屋
南

北
戯
曲
賞
を
最
年
少
で
受
賞
。09
年
に
は『
幸
せ
最
高
あ
り
が
と
う
マ
ジ
で
！
』

で
第
53
回
岸
田
國
士
戯
曲
賞
に
輝
い
た
。小
説
家
と
し
て
も
活
動
し
、
13
年
に

『
嵐
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
』で
第
7
回
大
江
健
三
郎
賞
、
14
年
に
は『
自
分
を
好
き
に

な
る
方
法
』で
第
27
回
三
島
由
紀
夫
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

作
家
・
劇
作
家

本
谷 

有
希
子
さ
ん

I N T E RV I E W

周
り
の
人
た
ち
の

笑
顔
に

芥
川
賞
受
賞
の

喜
び
を
実
感

12

芥川賞受賞の記者会見時の本谷さん
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ture
la

nat 2014年のラ・フォル・ジュルネ金沢の様子

今年のゴールデンウイークも金沢の
街は、クラシック音楽の調べで華や
かに彩られます。恒例イベントとなった
「ラ・フォル・ジュルネ金沢2016」で
は、国内外から一流アーティストが金
沢に集まり、石川県立音楽堂や金沢市
アートホールなどを舞台に演奏。期間
中に開催する約170公演の中には、小
さなお子さんから楽しめるコンサート
もたくさんあります。ぜひ家族みんな
で音楽の旅に出かけましょう！

　毎年、異なるテーマで音楽祭を実施する
のが、「ラ・フォル・ジュルネ金沢」の魅力の
一つ。9回目となる今年は「ナチュール－“自
然と音楽”」をテーマに、ルネサンスから現
代に至るまで、自然を題材とした数々の名曲
を演奏します。花や鳥、動物、川、海などの
身近なものから惑星や宇宙空間まで、音楽
が創り出す多種多様な“自然”の世界をお楽
しみください。

音楽で“自然”を感じよう
今年の音楽祭は

今回のテーマである「自然」の主役といえる作品、
ベートーヴェンの「田園」をオーケストラ・アンサ
ンブル金沢の演奏でお届けします。　

● 出　演 ／ 井上道義（指揮）、オーケストラ・アンサンブル金沢
● 演奏曲 ／ ベートーヴェン:交響曲第6番『田園』
● 料　金 ／ S:2500 円、A:2000 円

OEKが奏でる「ナチュール」

県立音楽堂コンサートホール
■5/5（木・祝） 16:00～ 16:45 

 

韓国屈指のオーケストラ、プチョン・フィルがドヴォ
ルザークの「新世界より」を披露。第2楽章は「遠
き山に日は落ちて」として親しまれています。

　● 出　演 ／ ヨンミン・パク（指揮）、プチョン・フィルハーモニック・オーケストラ
● 演奏曲 ／ ドヴォルザーク：交響曲第9番『新世界より』
● 料　金 ／ S:2500 円、A:2000 円

大人気の名曲を迫力の演奏で！
■ 5/3（火・祝）14:45～15:30
県立音楽堂コンサートホール

ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団の第 1ヴァイオリン
奏者・町田琴和氏を迎え、バロック音楽を代表する作曲家
ヴィヴァルディの名曲『四季』を演奏します。

　● 出　演 ／ 町田琴和（ヴァイオリン）、オーケストラ・アンサンブル金沢メンバーズ
● 演奏曲 ／ ヴィヴァルディ：ヴァイオリン協奏曲『四季』
● 料　金 ／ 1500 円

ベルリン・フィルの名手らが奏でる「四季」
■ 5/3（火・祝）11:00～11:45
県立音楽堂邦楽ホール

本公演 5.3（火・祝）-5.5（木・祝）
4.28（木）-5.5（木・祝）

ラ・フォル・ジュルネ金沢チケットボックス
金沢市昭和町20-1　石川県立音楽堂内

TEL076（232）8118
公演や出演者などの最新情報はホームページをチェック www.lfjk. jp

ナチュール - “自然と音楽”

世界から一流のアーティストが集結（写真は昨年のラ・フォル・ジュルネ金沢の様子）

町田琴和

プチョン・フィルハーモニック・
オーケストラ

オーケストラ・アンサンブル金沢
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珠洲道路

のと里山
海道

あなみず
道の駅

能登空港 IC のと里山空港

穴水IC
穴水駅

の
と
鉄
道

輪島

　
「
あ
な
み
ず
」は
、昨
年
12
月
オ
ー

プ
ン
の
県
内
で
最
も
新
し
い
道
の

駅
で
す
。
道
の
駅
に
は
、
物
産
や
観

光
情
報
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
地
域
振

興
施
設「
四
季
彩
々
」、
図
書
館
な
ど

が
入
っ
た
地
域
交
流
施
設「
さ
わ
や
か

交
流
館
プ
ル
ー
ト
」が
あ
り
、70
台
収

容
の
駐
車
場
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

四
季
彩
々
は
の
と
鉄
道
穴
水
駅

と
一
体
に
な
っ
た
施
設
で
、
ホ
ー

ム
か
ら
出
入
り
で
き
る
全
国
で
も

珍
し
い
造
り
で
す
。
ド
ラ
イ
ブ
客

は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
列
車「
の
と
里

山
里
海
号
」
な
ど
ロ
ー
カ
ル
線
の

旅
を
楽
し
む
方
も
数
多
く
利
用
し

て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
に
は
、
穴
水
町
産
の
お
米

や
奥
能
登
の
お
菓
子
な
ど
が
い
っ

ぱ
い
。
さ
ら
に
、同
町
は
人
気
力
士
・

遠
藤
関
の
ふ
る
さ
と
で
、
日
本
相
撲

協
会
公
認
の
グ
ッ
ズ
や
関
取
の
活

躍
を
紹
介
す
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
。
奥
能
登
観
光
の
拠
点
と

し
て
、ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

人気商品を紹介します

DATA

さわやか交流館プルートには、遠藤関の足跡をた
どる展示コーナーを設置

農産物や遠藤関グッズ、工芸品など、多
種多様な能登のおみやげがそろいます駅と一体になった道の駅は県内でここだけ

能登半島の風土を生かした穴水町の特産品の一つが、「ワイン」
です。道の駅あなみずから車で約20分走ると見えてくる「能登ワ
イン」では、広大な畑で栽培した専用ブドウを使い、加熱殺菌を
行わない本格生ワインを製造しています。さまざまなワインコン
クールで入賞実績を誇るワインは、冷暗所で保管しておくと熟成
し、味わいに深みが増していきます。試飲や醸造所見学もでき、
ギャラリーには自慢の能登ワインがずらり。里山の恵みが生ん
だ1本は、穴水町のお土産に最適です。

● 能登ワイン … 穴水町旭ヶ丘り5番1  TEL.0768（58）1577

あなみず
（ ）

［ 穴水町産お米 ］
400円（1kg）～

［ 塩サブレ&塩バウム ］
1080円

［ 遠藤関グッズ ］
がま口720円／マグカップ540円

豆うちわ460円

14

NOTO WINE能登ワイン道の駅 あなみず
穴水町大町チ41-6　TEL.0768（52） 3333

●四季彩々／午前9:00～午後6:00
　年中無休
●さわやか交流館プルート／午前9:00～午後5:30
　月曜（祝日の場合は翌日休）、年末年始

道の駅あなみず駅長

桶
おけ

  正
まさゆき

行さん

ひと足延ばして
  行ってみよう！

のと鉄道穴水駅ホームに直結
鉄道でも車でも
アクセスしやすい
奥能登観光の拠点

14

宝
達
志
水
町

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ほ
っ
ぴ
ー
さ
ん

File.04

宝達志水オムライス

【食べられる場所】
宝達志水町内9店舗

【フライパンの誓い】　
1の誓い

2の誓い

3の誓い

地元産を中心に、安全で安心な素
材を使います。

まごころも大切な具。いっしょに
入れて炒めます。

丹念に調理した具材は、卵でやさ
しく包みます。

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
み
ん
な
大
好
き
な
オ
ム
ラ

イ
ス
。
宝
達
志
水
町
で
は
、そ
ん

な
国
民
的
メ
ニ
ュ
ー
を
生
か
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
、

カ
フ
ェ
や
割か
っ
ぽ
う烹
な
ど
の
町
内
9

店
舗
で
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
オ
ム
ラ

イ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
種
類
は
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
ラ

イ
ス
を
卵
焼
き
で
包
ん
だ
な
じ
み

深
い
も
の
や
、ノ
ド
グ
ロ
と
ベ
ニ
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
を
使
っ
た
豪
華
な
お
す

し
風
、石
焼
ビ
ビ
ン
バ
の
よ
う
に
あ

つ
あ
つ
で
味
わ
う
も
の
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
。
素
材
は
安
全
・
安
心
な

地
元
産
が
中
心
で
、
町
を
象
徴
す

る
グ
ル
メ
と
し
て
観
光
客
や
地
元

客
か
ら
と
て
も
好
評
で
す
。

　

宝
達
志
水
町
が
、オ
ム
ラ
イ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
力
を
注
ぐ
の
に

は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、オ

ム
ラ
イ
ス
の
生
み
の
親
で
あ
る

北
橋
茂
男
さ
ん
は
同
町
出
身
。

オ
ム
ラ
イ
ス
は
、北
橋
さ
ん
が
大

阪
で
開
業
し
た
洋
食
店
で
、
大

正
14
（
１
９
２
５
）
年
に
常
連
客

に
提
供
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
80
年
以
上
の
時

を
超
え
、
ふ
る
さ
と
で
脚
光
を

浴
び
る
グ
ル
メ
を
堪
能
し
な
い

手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宝
達
志
水

オ
ムラ
イ
ス

HODATSUSHIMIZU-

OMURICE

多彩な種類のオムライスを味わえます。
提供店は黄色い旗が目印

全長8キロの波打ち際ドライブが楽しめる「千里浜
なぎさドライブウェイ」

●宝達志水町企画振興課  TEL.0767（29）8250【写真提供/のと里山空港利用促進協議会】

　宝達志水町を訪れたならば、国内で唯一、海岸
線をドライブできる千里浜なぎさドライブウェイを
お楽しみください。海を満喫した後は能登最高峰の
宝達山（標高637メートル）へ。車で山頂近くまで行
くことができ、昨年夏には展望デッキも完成し、能
登半島や北アルプス連峰を一望できます。町内には
やわらぎの郷など桜スポットもたくさんありますよ。

千里浜なぎさドライブウェイ
セット

町の人たちの
まごころややさしさも包んだ
ご当地グルメをぜひ

おいしいグ
ルメと

自然いっぱ
いの宝達志

水町

に遊びに来
てね

生
み
の
親
の

　

ふ
る
さ
と
で
味
わ
う

omurice.info

オムライスの郷
さと

プロジェクトマネージャー・
地域おこし協力隊

渡
わたなべ

邉 有
ゆ み こ

美子 さん
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環境保護のため、大豆インクを使用しています。紙は資源です。リサイクルしましょう。
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県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL  076（225）1362　FAX  076（225）1363

「ふるさと石川」の魅力アップに活用します。
県外在住のご協力者を紹介してください。
●問い合わせ
石川県県民交流課　TEL 076（225）1361
www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/furusatonouzei/

前略 石川県知事 ふるさと納税

             

東日本大震災から５年となります。石川県の皆さまからは多大なるご支援を賜り、心より御礼申し上げます。  

岩手・宮城・福島の三県は東日本大震災により大きな被害を受けましたが、現在はそれぞれの県民が一丸となって復興

に取り組んでおります。春の桜、夏祭り、秋の紅葉、そして一面の雪景色といった四季折々 の風景や歴史を物語る名所

旧跡、地元の食材を活かした郷土料理、豊富な泉質と湯量を誇る温泉などが、皆さまのお越しをお待ちしています。 

ぜひ、岩手・宮城・福島に足をお運びいただき、復興を目指して歩む三県の「今」を体感してください。   

IWATE
三陸鉄道

MIYAGI
蔵王／御釜

FUKUSHIMA
鶴ヶ城

岩手・宮城・福島県から
石川県の皆さまへ

あ
り
が
と
う
。

岩手県広聴広報課／TEL 019（629）5283
http://www.iwatetabi.jp/

福島県広報課／TEL 024（521）7014
http://www.tif.ne.jp/

宮城県広報課／TEL 022（211）2283
http://www.miyagi-kankou.or.jp/


